
ハ
ヤ
シ
ヨ
ク
林
翼

活
務
院
助
、
部
は
成
、
宰

は
附
渇
・相
堂
・産
山
は
そ
の
脱
、金
制
仰
の
人
で
あ
る
。

父
は
間
同
人
旧
民
兵
衛
也
則
。
延
手
元
年
を
以
て
生
ま
れ
、

初
め
泣
谷
苑
に
就
い
て
思
び
、
又
京
に
入
っ
て
一
時

の
名
前
に
従
接
し
た
o
w比
政
二
年
滞
老
今
技
お
泊
に

叫
川
副
町
を
以
て
迎
へ
ら
れ
、
凶
年
明
倫
泣
の
起
る
や

m

mに
任
じ
、
七
年
俸
二
十
人
扶
持
を
得
て
助
教
に
界

り
、
九
年
五
月
廿
七
日
現
し
た
。
民
病
革
る
の
時
そ

の
新
世
を
怒
く
内
丁
に
附
し
た
。
弊
悶
川
知
は
後
に
次

子
品
川
任
の
刻
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
ヤ
シ
ロ
ク
ロ
ウ
ノ
ヤ
カ
タ
林
六
郎

の

飽

加

到
古
跡
考
に
、
石
川
榔
允
，叫
M
の
閉
山
に
同
名
の
村
が

あ
る
が
、
山
は
知
気
寺
村
簡
で
、
古
へ
林
六
郎
の
城

跡
が
あ
。
、
又
知
泉
寺
の
内
に
は
林
六
郎
口
出
蚊
跡
と

い
ふ
平
地
も
あ
る
と
砲
さ
れ
、
向H
永
誌
に
は
日
御
子

な
る
員
宗
束
板
商
方
寺
の
住
持
。
一
名
嬰
正
。
哲
仙
川

a
q
 

の
門
に
早
び
、
後
四
叫
司
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
年
六

月
十
九
日
寂
。
四
十
三
段
。
法
訟
指
徳
院
。

ハ
ヤ
シ
ユ
林
漁

芋
は
字
予
、
泊
釈
を
同
州
と

い
ひ
、
談
肢
と
鋭
す
る

o
nは
桝
慣
行
お
の
次
子
で
、

作
十
人
扶
持
を
受
け
た
が
、
林
裂
の
家
に
益
は
れ
て

諸
政
九
年
そ
の
後
を
裂
ゲ
、
文
化
三
年
十
人
扶
持
を

加
へ
、
文
政
二
年
新
知
百
二
十
石
を
栄
け
、
十

一
年

五
十
石
を
憎
し
、
そ
の
臓
は
明
倫
常
助
教
か
ら
進
ん

で
滞
侠
の
侍
闘
を
品
川
ね
た
。
識
の
持
は
平
淡
で
、
耐

も
附
h

三
桜
山
川
(
の
も
の
が
あ
り
、
文
亦
見
る
べ
き
も
の

が
多
い
。
傍
ら
南
宗
の
文
人
刑
判
を
能
く
し
た
。
天
保

七
年
八
且
夜
、
年
五
十
六
。
者
す
所
晩
附
附
有
給

・

岡
田
底
持
活

・
ぼ
中
山
却
は
己
に
附
に
刊
行
せ
ら
れ
、
正

問可
吉
郎
・肱
川
小
槌
・向
部
泌
総
・制川朱
削封
制山
・時瓜

ma刷出舵引

は
皆
家
に
時
慨
し
た
。
職
又
文
政
近
年
初
め
て
明
の
供

自
誠
詰
す
加
の
獄
以
却
を
上
木
し
、
こ
れ
を
同
志
に

公
に
し
て
併
お
の
努
を
省
い
た
。

ハ
ヤ
1

6

ハ
フ

ハ
ヤ
マ
ツ

早

松

能

決
柑
今
江
に
あ
っ
た
。
究

ー
ズ
元
年
前
川
綱
紀
が
抽
出
到
畷
の
時
却
を
巡
視
し
た
際

の
お
上
に
、『
八
且
九
日
反
の
刻
今
江
領
之
内
早
松
の

来
に
川
、
州
刑
制
五
郎
左
創
刊
隙
家
老
江
口
予
見
守
与

制
合
戦
、
耐
方
之
御
入
数
手
到
討
死
彩
L
o』
と
あ

る
。
能
楽
名
蹴
誌
に
、
今
江
村
に
お
う
ご
宮
・
二
呂
・

お
い
は
富
・石
宮
早
訟
宮
・
巾
，
堂
・野
色
白
の
七
社
が

あ
る
と
す
る
早
松
宮
円程
で
あ
る
。

ハ
ヤ
マ
ツ
Z
ヨ
ウ
ジ
ン
早
松
明
神
」
サ
ラ
ノ

ミ
ヤ
伎
町
純
宮
。

ハ
ヤ
Z
チ
ヒ
キ
ヤ
ヲ
早
道
飛
脚

早
滋
飛
脚
足

抑
制
と
も
い
ふ
。
成
治
二
年
六
且
の
鋭
定
に
よ
る
と
、

金
制
作
か
ら
江
戸
に
怨
す
る
早
道
抽
出
酬
は
、
豆
期
に
六

十
時
、
冬
期
に
七
十
二
時
を
製
す
る
を
早
飛
脚
と
し
、

夏
は
八
イ
即
時
、
各
は
百
八
時
を
開
封
す
る
を
申
飛
脚

と
し
、
誌
は
百
二
十
時
、

各
は
刊
四
十
四
時
を
裂
す

る
を
日
飛
脚
と
し
た
。
又
京
都
に
続
く
に
は
、
定
二

十
七
問
各
三
十
六
時
を
早
飛
側
、
一良三
十
九
時
冬
五

十

一
時
を
中
飛
閥
、

ta六
十
時
各
七
十
二
時
を
同
封す

る
を
山
川
知
仰
と
し
、各
約
銀
を
奥
に
し
た
。
早
飛
脚
・

村
六
郎
ゲ
品
と
い
ふ
市
山
に
そ
の
塚
が
あ
る
と
も
記
吉
一
中
飛
脚
共
に
規
定
の
時
間
よ
り
平
〈
淫
す
る
時
は
貸

れ
る
。
し
か
し
是
容
の
六
郎
が
詳
永
二
年
木
曾
義
仲
一
賜
せ
ら
れ
、
早
飛
脚
・中
飛
脚
・常
飛
脚
共
に
規
定
時

に
凶
し
た
林
光
明
の
こ
と
か
否
か
は
利
ら
な
い
。
一
間
よ
り
遮
れ
る
時
は
路
銀
を
誠
ぜ
ら
れ
た
。
こ
与
に

ハ
ヤ
ピ
キ
ヤ
ヲ
早
飛
脚

↓
ハ
ヤ
ミ
テ
ヒ
キ
ヤ

一一
良
と
い
ふ
は
、一一
一
且
朔
日
よ
り
八
用
時
日
ま
で
、
冬

グ

早

治

飛

酬

。

一

と

い

ふ

の

は

九

且

朔

日

か

ら

こ

且

晦

日

ま

で

で

あ

っ

ハ
ヤ
プ
ネ
キ
ヨ
ウ
ゲ
ン
早
舵
狂
言
珠
洲
郡
綿
一
た
o
早
道
飛
聞
は
元
来
滞
の
足
較
で
あ
っ
た
が
、
後

応
の
日
品
川
彦
抑
制
で
は
、
阪
出
町
九
且
十
一
日
の
祭
随

一
に
は
町
飛
闘
を
使
用
し
た
。

に
跡
削
(
巡
幸
を
行
ひ
、
終
り
て
早
紡
狂
言
を
似
す
0

・一

ハ
ヤ
Z
チ
マ
チ
早
道
町

金
仰
の
町
名
。
伎
町

数
多
の

人
形
を
采
せ
た
朱
塗
の
肪
を
拝
殿
に
引
出
一

の
上
で
、
新
竪
町
の
袈
町
で
あ
る
。

掛
川
政
の
頃
は
此

し
、
術
開
法
び
舟
子
に
出
世
し
た
る
二
人
が
、
他
の
若
一
の
地
に
早
道
と
総
し
て
飛
脚
用
を
勤
め
る
足
慨
の
邸

占
有
の
秘
る
働
問

ω動
怖
に
伴
う
て
、
例
続
出
港
に
側

一
地
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
名
を
呼
ぶ
。
共
の
頃
は
戸
蚊

し
印
刷
出
〈
附
答
し
、
そ
れ
を
早
船
狂
一百
と
名
づ
け
一
も
僅
か
で
あ
っ
た
が
、
後
進
々
絡
組
制
定
躍
の
組
地

る

。

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

ハ
ヤ
ミ
ヅ
ヨ
シ
ナ
リ
早
水
嘉
生
一
大
出
寺
の

λ
。

突
を
亮
信
と
い
う
た
。
川
町
は
揃
水
。
簡
を
竹
内
装
に

祭
び
、
後
京
に
出
で
与
皆
川
棋
附
に
感
ぴ
、
天
明
中

間
醐
り
て
臨
を
以
て
田川
に
仕
へ
、
腿
江
戸
に
伎
楽
し
た
。

易
生
入
と
岱
り
恭
謹
池
厚
、牢
縫
史
百
家
に
亙
っ
た
。

亭
和
二
年
四
且
官
七
日
夜
、
齢
五
十
五
。

ハ

ラ

原

能
楽
部
組
海
郷
に
邸
す
る
部
古
川
。
源

平
岡
町
表
記
安
元
三
年
白
山
跡
拠
出
蹴
の
艇
に
、
仰
，
原

金
創
(
呂
と
い
ひ
、
廻
凶
刺
記
に
仰
の
原
と
あ
る
も
こ

の
地
で
あ
る
。

ハ

ラ

原

河
北
郡
河
村
郷
に
闘
す
る
部
訴
。

ハ

ラ

原

羽
咋
部
位
知
院
内
芯
淵
庄
に
邸
す
る

邸
前
。ハ

ラ

原

期
制
咋
細
木
江
の
内
の
小
字
。

ハ

ラ

原

鳳
京
榔
本
郷
に
臨
す
る
蔀
古
川
。
原
は

も
と
隣
村
荒
屋
の
内
で
あ
っ
た
。

ハ
ラ
イ
シ
原
右

邸
主
制
限
に
産
す
る
石
M
。

卸
石
安
山
岩
質
凝
反
省
で
、
働
色
の
安
山
岩
減
石
悲

中
に
、
白
色
及
び
黒
色
の
砂
礁
を
含
み
、債
は
硬
い。

ハ
ラ
カ
ゼ
原
風

三
州
名
跡
志
に
、
能
楽
制
限

ハ
ラ
キ
チ
エ
モ
ン
原
吉
右
衛
門
初
め
て
前
川

利
家
に
仕

へ
、
政
次
日
出
に
加
へ
て
千
石
に
主
っ
た
。

子
孫
政
家
に
分
か
れ
て
滞
に
附
閉
山
す
る
。

ハ
ラ
テ
ザ
エ
モ
ン

原
九
左
衛
門

初
め
附
川
利

秀
に
仕
へ

、
後
利
家
に
臣
附
和
し
て
級
三
百
石
を
焚
け

た
。
元
和
三
年
夜
。
そ
の
子
孫
滞
に
附
裂
す
る
。

ハ
ラ
ゴ
サ
ン
原
呉
山

辺
抑
制
県
三
兵
衛
。
文
久

以
降
卯
民
山
公
谷
に
陶
紫
を
築
い
て
築
総
b
e製
し

た
。
明
治
三
十
年
夜
、
依
七
十
一
。

ハ
ラ
ゴ
ゼ
ン
原
御
前

割
引
咋
制
限
利
の
束
に
在

っ
て
お
さ
三
四
二
米
。
一
に
赤
品
川
山
と
も
い
ひ
、
そ

の
頂
上
に
石
を
建
て

込
紀
っ
て
あ
る
。

」
ホ
ン
グ
ウ

ア
カ
タ
ラ
ジ

y
ジ
ヤ
本
宮
赤
品
川
制
枇
。

ハ
ラ
サ
プ
ロ
ザ
エ
モ
ン
原
三
郎
左
衛
門

三
郎

左
衛
門
は
杉
山
市
丞
白
子
で
、
原
太
左
衛
門
の
謎
子

で
あ
っ
た
が
、
三
十
人
間
と
な
っ
て
政
百
三
十
石
を

受
け
て
日
た
錦
、
父
の
治
山
柳
町内二
十
石
を
織
ぐ
こ
と

を
得
ぬ
管
で
あ
っ
た
。
然
る
に
太
左
衛
門
即
日
後
、
附

m利
門
前
は
そ
の
別
総
を
三
郎
左
術
門
に
加
へ
た
の

で
、
三
郎
左
衛
門
は
俣
の
厚
辿
に
感
じ
、
国
治
元
年

利
協
の
硲
後
小
松
凶
訟
寺
に
於
い
て
之
に
殉
じ
て
庖

腹
し
た
。
平
年
五
十
。
こ
の
末
孫
朕
他
四
郎
元
市
内

時
、
明
和
二
年
肌
砕
を
山
田
て
家
断
絶
し
た
。

村
で
納
入
臨
震
の
時
、
そ
の
家
の
慾
戸
を
鎖
し
也
〈

こ
と
が
苦
か
ら
の
償
制
臼
で
あ
る
。
若
し
そ
の
位
附
き

置
け
ば
、
朽
の
産
土
耐
の
告
で
風
が
起
る
と
記
す
る
。

原
風
と
い
ふ
も
の
n
E
で
あ
る
。

ハ
ラ
ガ
ハ
原
川

能
尖
剛山
際
〈
郎
訴
名
)
を
枕
れ

る
。
水
訴
は
中
峠
鎖
山
で
、
一
二
粁
棋
統
れ
、
巾
怖

で
粉
川
に
訴
合
ふ
。

ハ
ラ
ガ
ハ
原
川

鳳
笠
郡
原
徽
山
か
ら
続
出
し
、

地
原
節
で
八
ケ

川
に
務
合
ふ
。
水
源
か
ら
w
m
A円
吉
で

三
粁
除
。 六

八
八


